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北野クラブの浅木さんがお住まいのこの館。マンショ
ンや天ぷらのお可川にはさまれているので、道からは
ちょっと見つけにくい。楚々とした作いでひっそりと
しかも堆腿。風にゆれる白いレースがなんとなく女ら
しさを感じさせる異人館だ⑤
アーボーイ邸、オクトーバー1 4 、展望塔のある家、う
ろこの家( 左はしに屋根が見える）と、この館のどしっ
とした蕊越しに見える風景も馴染みのキタノチョウと
いう感じ。どこからかジャズが聞こえてきそうな……
そんな情景です。
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く第４回> 現代洋画秀作展
２１/ 全今2 6 / 水4熱し鋤 ②

鯖
3.30/ｳに->4.5/水 7 /金一>１２/水
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Ｆ牢

■心野焼
く第２回> ﾎ ﾎ 正太郎陶芸展
１４/金‐〉19/水
小津卓油絵展
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■写真商品は……
<牡丹>仙茶揃(木箱入･5客組)･…………･…1,500円

紅茶セット(紅茶碗･受皿5客ｾｯﾄ)･…5,000円
スープセット(5枚ｾｯﾄ)･….…‘…･･･2,500円
ベリーセット(大皿1枚･小鉢5枚ｾ ｯ ﾄ ) ･ 2 , 5 0 0円
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固くそごう> ６階･ 特選陶器売場

波

佳き日の引出物に
ぴったりです６番

図』
●

／

かたく焼きしめた白い有田焼の磁肌
に、そのあでやかな花姿がふるくから
愛でられている《牡丹と蘭》を映して
みました。洗練されたシンプルな“か
たち”に加えて､ “レリーフ" のタッチが
面白く･ ･ ……･ ･ お若い２人の晴れの
門出にふさわしい引出物好適品かと
存じます。

磁器の原点
白磁" 彫，' シリーズ

〈牡丹･ 繭〉

－塁勘一一 , 一
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●北野坂のほとりにある小さなサロン神戸時代。このサロンから新しい時代の波を●『 詞

§

沼
田
か
ず
ゑ
作
品
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
よ
り

「
人
形
の
絵
は
ど
れ
も
先
生
に
似
て
ふ
っ
く
ら
か

わ
い
い
…
」
と
集
ま
っ
た
人
々
が
異
口
同
音
に
発

す
る
言
葉
。
人
柄
に
似
て
温
か
な
パ
ー
テ
ィ
と
な

り
ま
し
た
。

苗

』

＃虫＝『÷ｐ

２．糧鐸軍
令詔訊里ｉ哩則

可卒

Ｅｇ
号却 離婁

■且

淵字■

；
Ｉ

蝶蝶＝～

7 :００より

』

ＳＡＬＯＮ＆ＧＡＩＪ, ＦＲＹ

Ｌ

跨
』静

お畳の営業もはじまっております。
コーヒー, 紅茶2 5 0 円／トースト1 5 0 円

ギヤラリーミニコンサートのご案内

宮田隆
近衛真理

神戸時代
神戸市生田区中山手通１丁目２８
モンジャトーコトプキピル1 Ｆ

プーロフラメンコの宵４月１１日・２５日
ミニコンサート４月1 9 日７: ００より

石阪春生素描展
４月１日→１５日
女のいる風景が神戸時代に
ならびます。素晴しい作品
腰を是非お楽しみください。

中畑佳子近作展
４月1 7 日→2 8 日
神戸二紀の女流で、若手の
中畑さんのみずみずしい作
品群をお楽しみください。

＊

震 頓

新
谷
誘
紀
作
品
展
オ
ー
ゲ
ー
ラ
グ
よ
り

ミ
ー
ー
彫
刻
と
ミ
『
一
し
り
．
‐
フ
が
昨
代
の
壁
を
う
め

る
と
そ
こ
に
新
谷
蹄
紀
先
生
の
不
思
議
な
世
界
が

広
が
る
。
人
気
者
ら
‐
〕
く
多
士
済
々
の
お
寒
風
鰍
で

神
戸
の
エ
ン
タ
ー
，
テ
ィ
メ
ン
ト
ぶ
り
が
発
揮
さ
れ

た
．
夜
で
し
た
。
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／

、

〔hiqn+ｉ職
キャンティ北店もおかげ様で

本店/洋酒の店査3 9 1 - 3 0 6 O
神戸市生田区北長狭通2 1 3 < 日祝休〉
北店/ スープとパンとドリンク
神戸市生田区下山手通3 丁目8 - 9 < 年中無休〉
ティータイムA M 1 1 : 0 0～P M 6 : 0 0竃3 3 1 - 2 1 2 2
ドリンクタイムPM6;00～AM1:00壷331-3661 灘

ティで今雷も楽し・...．．
これからもお引立てを. ノ

小田イタルハモンド演奏
毎夜8 : 0 0 より ｷ ｬ ﾝ テｨ 北店

● 、

鍔講蒸ｉＷ烈唾芦
（5 0 名様まで）‘

ディナーパーティ￥2 5 0 0 より＝－－画唾一■■

、

ノ
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地
タ
オ
ル
は
各
色
揃
い
、
プ
リ
ン
ト
地
ボ
ー

ダ
ー
な
ど
が
新
鮮
。
「
ハ
ナ
エ
・
モ
リ
」
は
機
能

的
で
美
し
い
プ
リ
ン
ト
に
女
性
フ
ァ
ン
が
多

い
。
「
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
」
は
カ
ラ
ー
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
新
鮮
で
ア
ウ
タ
ー
的
に
見
せ
る

要
素
が
強
い
。
個
人
消
費
と
し
て
よ
く
売
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ

オ
ー
ル
」
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
に
価
値
の
あ

る
高
級
品
で
、
手
の
こ
ん
だ
技
術
が
み
ら
れ
る
。

青
山
・
神
戸
の
生
活
環
境
の
匂
い
、
そ
の

生
活
信
条
を
適
確
に
吸
収
し
、
ニ
ュ
ー
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
タ
オ
ル
製
品
に
反
映
さ
せ
て

い
こ
う
と
い
う
姿
勢
は
若
々
し
い
。

、

■

☆生活と文化とタオルファッション

安らぎのある生活空間に
カネボウベルエイシー社長

稲岡必三氏をたずねて

い
る
し
、
普
及
す
る
で
し
ょ
う
。
生
活
と
文
化
に
根
づ
い
た
タ
オ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

問
に
融
合
で
き
る
も
の
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
」
と
い
う
こ
と
だ
。

同
社
が
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
の
打
ち
出
し
と
共
に
確
立
化
し
た

「
ベ
ガ
」
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
に
合
っ
た
、
日
本
人
に
好
ま
れ
る
商

品
提
供
券
Ｔ
Ｉ
Ｉ
と
い
う
発
想
か
ら
開
発
さ
れ
た
商
品
で
あ
る
。
稲
岡
陽
子
企
画
室
長

は
生
活
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
日
常
の
生
活
、
文
化
と

結
び
つ
い
た
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を
目
指
し
て
い
る
。
タ
オ
ル
製
品
の
品
質
、
機
能
、

価
格
を
追
求
し
た
う
え
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
付
加
す
る
と
い
う
点
で
「
ベ
ガ
」

の
バ
ス
ロ
ー
ブ
は
秀
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
襟
な
し
で
着
や
す
く
価
格
も
一
枚
九
千
八

百
円
か
ら
一
万
七
千
八
百
円
と
手
頃
で
、
こ
れ
か
ら
の
家
の
中
で
の
く
つ
ろ
ぎ
着
と

し
て
一
着
は
手
に
入
れ
た
い
も
の
。

「
Ｖ
ｅ
ｇ
ａ
」
の
ネ
ー
ム
入
り
の
無
地
タ
オ
ル
は
各
色
揃
い
、
プ
リ
ン
ト
地
ボ
ー

ド
を
柱
商
品
と
し
て
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
ミ
ァ
」
「
ベ
ガ
」
と
い
っ
た
自
社
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
方
針
で
す
。
特
に
「
ベ
ガ
」
の
バ
ス
ロ
ー
ブ
等
は
人
気
も
出
て
き
て

い
る
し
、
普
及
す
る
で
し
ょ
う
。
生
活
と
文
化
に
根
づ
い
た
タ
オ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
安
ら
ぎ
の
生
活
空 ノ

タ
オ
ル
の
商
品
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
カ
ネ
ボ
ウ
ベ
ル
エ
イ
シ
ー
が
、
２
月
、
３
月
に
催

し
た
展
示
会
の
タ
イ
ト
ル
は
〃
ク
オ
リ
テ
ィ
・
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
〃

ま
ず
マ
ネ
キ
ン
が
着
て
い
る
真
白
な
バ
ス
ロ
ー
ブ
が
目
に
つ
く
。
淡
い
ブ
ル
ー
、
紺
な
ど
シ
ッ
ク
で
落

ち
着
い
た
色
合
い
が
多
い
よ
う
だ
。
バ
ス
マ
ッ
ト
、
化
粧
ポ
ー
チ
、
エ
プ
ロ
ン
な
ど
タ
オ
ル
製
品
の
開
発

た う 拠 iも

福岡支店・〒8 １０福岡市中央区薬院２丁目1 4 番2 8 号

目

目
党
し
く
、
楽
し
い
。
タ
オ
ル
は
各
ブ
ラ
ン
ド
共
研
究
さ
れ
た
新
製
品
が
登
場
し
て
い
る
。

稲
岡
必
三
社
長
に
お
話
を
伺
っ
て
み
る
と
、

カ
ネ
ボ
ウ
ベ
ル
エ
イ
シ
ー
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
商
品
開
発
に
つ
い
て
は
東
京
・
吉
山
と
神
戸
の
二
つ
の

点
を
軸
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
東
京
で
は
、
青
山
が
最
も
時
流
を
反
映
す
る
地
域
だ
と
思

し
、
関
西
で
は
そ
れ
が
神
戸
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
青
山
、
神
戸
と
い
う
土
地
柄
や
環
境
は
こ
う
い
つ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
的
に
し
た
い
で
す
ね
。

今
ま
で
は
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
オ
ー
ル
」
「
ハ
ナ
エ
・
モ
リ
」
「
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
」
の
三
プ
ラ
ン

ひ

展示会風景（大阪支店ショールームにて

含(0 9 2 ) 7 5 1 - 6 9 1 2番(代）

青( 0 1 1 ) 8 2 2 - 9 5 8 1番(代）

本社・〒6 5 o 神戸市生田区三富町1 - 1 7 - 4 ( センタープラザビル) 含( 0 7 8 ) 3 9 2 - 2 1 0 1 番( 代）

札幌駐在・〒 0 6 2 札幌市豊平区中之島 1 - 1 0

東日本営業部・〒1 0 7 束京都港区南青山３丁目１番１号( ３Ｄ青山ビル) 公( 0 3 ) 4 0 3 - 3 4 2 1 番( 代）

西日本営業部 ｡ 上
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宙
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蝋
ノ

‘理昌

展示装飾ディスプレイ／（株）ベルファッション
、

型

､ナエ･蓋Ｍ

一

０，Ｌ
ｌ■可

？

牛活空間のコーディネーター
向末端．､ 凸アペl L x イョー職式会］

Ｌ
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JE１悩慰』も
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１

ザ
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クリスチャン・デイオール
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一画

刃

Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
ｐ
Ｆ

埠
戸

剖
一

】
■
一
‐

. " 一公

声

胃宇

画一■

Ｉ

☆集いの輪がひろがるﾖー ﾛｯバ感覚α街つくり。
仕事仲間にしか集いの場がないなんて……それじゃ人生の楽しみも半減。

Ｆﾚ ｽ ｱ ｯ ﾌ ﾟ し通〈ても､ 豪華薮料理がなくづてもいい－．
ほんとうに心から楽しければ､ それがパー殉一っていうんだ。

さあ､楽しくやろうよ､心うちとけて。
ここく日生･鈴蘭台ﾆ ｰ ﾀ ｳ ﾝ >は､もうつの人生を見つける街も

よりﾌｧｯｼ旨Iﾅﾌﾂﾚな暮しを願って星和グループが､目指す理想のｺﾐｭﾆﾃｨですも

』

Ⅱ

７Ａ
し

｜
・
■
■
■
■
Ｐ

』

」
ｂ
ｒ
Ｊ
Ｉ
錘

ｅこの広告につしr てのお問い合わ蝉･ ･ ･ 星和住宅･ 星和地所の神戸分局まで
〒65 O神戸市生田区三宮町1丁目(さんブラザビル3階)壷07 8 ( 3 9 1 ) 6 6 9 6～８

匡

ニュータウン■

日
生鈴雷台
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三ﾉ 宮から車で2 0 分電車で4 0 分
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一
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雪

、

命

ひ『Ⅱ垂L E O H

I RIi宮ＵＮＥ ：

歳
月
を
経
る
に
つ
れ
味
わ
い
が
出
る
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
田
舎
町
に
く
つ
ろ
ぐ
よ
う
な
居
心
地
の
良
さ
が
あ
る
。

ン
テ
リ
ア
鯉
ダ
イ
ア
リ
イ
ア
Ｕ
力
Ｆ
〃
カ
ス
カ
ー
ド
〃
（
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
３
丁
目
）
設
計
施
工
／
入
船
Ｋ
Ｋ
（
担
当
。

雪

企画･ 設計･ 施工のオールマイテイ

入船株式会社
店舗・住宅・家具・室内装飾
一級建築士事務所･ 特定建設業

命

９

阪神電鉄新在家南T E L O 7 8 ( 8 5 1 ) 3 1 9 1 ( 代）

神戸市諏区新在家北町1 丁目１－１９ブリコビル2 ～３Ｆ
●トータルインテリアシヨツプ

グランド六甲ビル１～２ＦＴＥＬＯ７８( 8 5 1 ) ２８４１
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山崎ハコ

八
音
楽
Ｖ

★
沢
田
研
二

５
日
（
水
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
Ａ
・
三
○
○
○
円

Ｂ
・
二
五
○
○
円
Ｃ
・
二
○
○
○
円

★
紙
ふ
う
せ
ん

６
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ａ
・
一
五
○
○
円
Ｂ
・
一
二

○
○
円
Ｃ
・
九
○
○
円

☆
ク
ロ
ー
ド
チ
ア
リ

７
日
（
金
）
７
時
西
宮
市
民
会
館

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

★
ア
リ
ス

加藤登紀子

７
日
（
金
）
８
日
（
土
）
６
時
半
神

戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ａ
・
二
二
○
○
円

Ｂ
・
一
八
○
○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

☆
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ト
＆
バ
ー
ボ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
バ
ン
ド

８
日
（
土
）
３
時
ヤ
マ
ハ
神
戸
店
５

Ｆ
ス
タ
ジ
オ
五
五
○
円

★
森
進
一

９
日
（
日
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
民
音
／
二
六
○
○
円

☆
ホ
セ
・
リ
ベ
ル
テ
ー
ラ
楽
団

、
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
二
○
○
○
円
一
般
・

二
三
○
○
円

☆
セ
カ
ン
ド
カ
ミ
ン
グ
＆
ド
リ
ッ
ピ
ン
グ

ウ
ェ
ッ
ト

蝿
日
（
土
）
３
時
ヤ
マ
ハ
神
戸
店
５

Ｆ
ス
タ
ジ
オ
三
五
○
円

☆
ア
ン
サ
ン
プ
ル
ノ
ヴ
ァ

幻
日
（
金
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

一
○
○
○
円

☆
山
崎
ハ
コ

皿
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

爵
鵜
アリス

Ｓ
・
二
○
○
○
円
Ａ
・
一
八
○
○
円

★
杉
田
二
郎
イ
ン
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ

配
日
（
土
〉
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
前
売
・
一
五
○
○
円
当
日
・
一

八
○
○
円

★
佐
良
直
美

翠
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
〆
二
二
○
○
円

☆
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ユ
ニ
テ
ィ
＆
エ
デ

ィ
バ
ン
ド

浬
日
（
土
）
３
時
ヤ
マ
ハ
神
戸
店
５

Ｆ
ス
タ
ジ
オ
五
五
○
円

★
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ユ
ニ
テ
ィ

ー
Ｓ
ｔ
コ
ン
サ
ー
ト

露
日
（
日
）
６
時
ヤ
マ
ハ
神
戸
セ
ン

タ
ー
前
売
・
一
○
○
○
円
当
日
・

一
五
○
○
円

☆
舟
木
一
夫

銅
日
（
日
）
①
哩
時
②
３
時
半
神

戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

Ｄ
・
一
二
○
○
円

★
前
橋
汀
子
バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

型
日
（
月
）
７
時
県
民
小
劇
場

一
五
○
○
円

★
太
田
裕
美
と
西
岡
恭
蔵

釦
日
（
日
）
①
１
時
②
４
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
内
山
田
洋
と
ク
ー
ル
フ
ァ
イ
ブ

抑
日
（
日
）
①
旭
時
②
３
時
半
神

戸
国
際
会
館
Ａ
・
二
三
○
○
円
Ｂ

’
二
○
○
○
円

☆
加
藤
登
紀
子 鍵

1１３
１

蕊
５
月
２
日
（
火
）
６
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二

○
○
○
円

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す

☆
劇
団
四
季

『
カ
ッ
コ
ー
の
巣
を
こ
え
て
」

５
月
、
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館Ｓ・

二
八
○
○
円
Ａ
・
二
三
○
○
円

Ｂ
・
一
八
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
移
川
澄
也
独
唱
会

５
月
超
日
（
火
）
７
時
県
民
小
劇
場

一
五
○
○
円
を
一
割
引

☆
イ
ー
ス
ト
マ
ン
管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

５
月
訓
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル

守
神
戸
の
催
し
物
ご
案
庖

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
フ
ァ
ン
待
望
の
世
界
最

高
の
管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
い
う
名
声

を
得
た
イ
ー
ス
ト
・
ウ
イ
ン
ド
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
が
一
行
四
十
四
名
で
来
日
。

指
抑
／
●
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ン
ス
パ
ー
ガ
ー

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

Ｃ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
ア
ベ
・
ソ
ル
混
声
合
唱
団

６
月
１
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館
指
揮
／
Ｉ
・
コ
カ
ル
ス

Ａ
・
一
八
○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
三
○
○
円
引

★
ヴ
ァ
レ
ー
ズ
・
田
原
富
子

『
フ
ラ
ン
ス
名
作
ソ
ナ
タ
の
夕
」

６
月
２
日
（
金
）
７
時
媒
民
小
劇
場

三
○
○
○
円
を
一
割
引

☆
東
京
ゾ
リ
ス
テ
ン
特
別
演
奏
会

６
月
７
個
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

二
○
○
○
円
を
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
葉
瞥
で
神
戸
っ

子
編
集
室
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

４
月

八
演
劇
Ｖ

☆
文
化
座
「
三
婆
」

四
日
（
水
）
１
ｍ
日
（
金
）
６
時
晦
分

浬
日
（
土
）
①
１
時
半
②
６
時
躯
分

銅
日
（
日
）
１
時
半
労
演
／
一
九
○

○
円

☆
劇
団
四
紀
会
創
立
加
周
年
紀
念
公
演

「
あ
Ｌ
８
月
の
陽
の
如
く
」

麹
風
（
金
）
６
箪
鯛
日
（
土
）
。

２
時
②
６
蝋
”
日
（
日
）
２
時

一
般
・
一
○
○
○
円
学
生
・
八
○
○

円
☆
劇
団
四
季

「
カ
ッ
コ
ー
の
巣
を
こ
え
て
」

５
月
、
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館

Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
一
・
三
○
○
円

Ｂ
・
一
八
○
○
円

出
波
／
日
下
武
史
三
田
和
代
鹿
賀

丈
史

八
そ
の
他
Ｖ

☆
映
画
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

７
日
（
金
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

文
化
中
ホ
ー
ル
一
般
・
一
五
○
○
円

中
学
生
・
一
二
○
○
円
小
人
・
一
○

○
○
円

★
市
民
映
画
劇
場
「
さ
ら
ば
夏
の
光
よ
」

哩
日
（
水
）
Ｉ
皿
日
（
金
）
６
時
半

晦
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
四
九
九
円

☆
モ
ー
リ
ス
・
ベ
ジ
ャ
ー
ル
加
世
紀
バ
レ

エ
団

｢ 春の祭典」より

５
月
４
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
一
○
○
○
○
側
Ａ

・
九
○
○
○
円
Ｂ
・
八
○
○
○
円

Ｃ
・
七
○
○
○
円
Ｄ
・
六
○
○
○
円
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１
１１４
１

;鴇w職：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
の
び
や
か
な
広
い
国
で
あ
る
。
た
ま
た

ま
、
シ
ド
ニ
ー
で
「
国
際
ペ
ン
世
界
大
会
」
が
開
か
れ
た
の
を
チ

ャ
ン
ス
に
、
私
は
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
一
行
の
一
人
と
し
て
参
加
し

た
。
昨
年
十
二
月
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
あ
ち
ら
は
初
夏
、
空
気
は

澄
み
き
っ
て
、
空
の
青
さ
は
果
し
な
く
の
び
て
い
た
。

私
が
参
加
し
た
第
一
の
目
的
は
、
世
界
の
ペ
ン
マ
ン
に
対
し
て

俳
句
の
も
つ
ユ
ー
ー
ー
ク
さ
を
強
調
、
あ
わ
せ
て
参
加
し
た
各
国
の

人
た
ち
の
反
響
や
関
心
の
程
度
を
た
し
か
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

あ
と
ひ
と
つ
を
、
南
半
球
の
、
こ
の
遠
い
国
を
訪
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
国
を
知
り
、
ひ
い
て
は
日
本
と
の
ち
が
い
を
見
て
お
く

と
い
う
辺
に
お
い
て
い
た
。

そ
の
世
界
大
会
の
文
学
会
議
で
、
私
は
「
日
本
文
化
を
理
解
す

る
鍵
（
か
ぎ
）
と
し
て
の
俳
句
」
と
題
し
て
三
十
分
ほ
ど
英
語
で

口
随
想
□

オ
ー
ス
ー
ト
ー
ラ
リ
ア
の
旅
か
ら

赤
尾
兜
子
〈
俳
人
〉

骨

灘

・
ヘ
ー
パ
ー
を
発
表
し
た
が
、
旅
立
つ
前
か
ら
、
た
だ
、
口
で
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
俳
句
作
品
を
目
の
前
で
墨
書
し
て
、
そ
れ
ら
の

人
た
ち
に
見
せ
、
日
か
ら
そ
の
理
解
を
ふ
か
め
る
こ
と
も
し
て
お

き
た
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
で
私
は
、
旅
行
カ
バ
ン
の
中
に
、

毛
筆
と
、
便
利
に
運
べ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
に
入
れ
た
墨

汁
、
短
冊
を
入
れ
た
。

と
こ
ろ
で
日
本
特
集
文
学
会
議
は
、
俳
句
に
す
る
ど
い
関
心
が

集
ま
り
、
俳
句
に
対
す
る
具
体
的
な
質
問
が
、
や
つ
ぎ
ば
や
に
と

び
出
し
、
司
会
と
通
訳
を
し
た
越
智
道
雄
明
治
大
教
授
も
、
大
あ

せ
を
か
い
て
、
ハ
ン
カ
チ
で
顔
を
ぬ
ぐ
う
と
い
う
よ
う
な
予
想
外

の
場
面
が
う
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
三
日
の
昼
間
の
こ
と

私
は
ひ
と
つ
の
任
務
の
よ
う
な
も
の
を
果
し
た
の
で
、
ホ
ッ
と
し

て
い
る
と
、
そ
の
翌
朝
、
朝
食
で
顔
を
あ
わ
せ
た
越
智
教
授
が
、

「
デ
ン
マ
ー
ク
の
女
流
詩
人
、
エ
リ
ク
ソ
ン
さ
ん
が
、
今
夜
特
別

に
時
間
を
つ
く
る
か
ら
、
俳
句
の
朗
読
な
ど
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
熱
望
な
の
で
、
応
じ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
。
折
角
の

所
望
な
ら
ば
、
こ
こ
ろ
よ
く
受
け
ま
す
と
答
え
て
お
い
た
。
ホ
テ

ル
の
バ
ス
に
入
り
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
気
分
に
な
っ
て
、
さ
て
、
夜

の
会
合
に
ゆ
く
た
め
、
旅
行
カ
バ
ン
を
開
い
て
、
毛
筆
、
短
冊
、

墨
を
出
し
、
点
検
し
て
ゆ
く
と
、
墨
汁
が
ど
う
も
あ
や
し
い
。
ブ

タ
を
あ
け
て
、
容
器
を
な
な
め
に
し
て
、
て
の
ひ
ら
に
液
を
お
と

し
て
み
る
と
、
す
こ
し
灰
色
が
か
っ
た
透
明
な
白
な
の
で
あ
る
。

「
あ
あ
い
け
な
い
」
と
、
と
っ
さ
に
私
は
感
じ
た
。
旅
立
つ
前
の

あ
わ
た
だ
し
さ
に
、
て
っ
き
り
墨
汁
と
信
じ
て
入
れ
て
き
た
の
は

鯵
（
に
か
わ
）
の
液
で
あ
っ
た
。
書
も
や
や
ク
ロ
ウ
ト
に
な
る
と

墨
を
す
っ
て
、
そ
れ
に
に
か
わ
の
液
を
ま
ぜ
る
。
そ
の
液
を
は
る

I鍵癖８
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を
朗
読
、
「
ち
ょ
う
ど
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
な
の
で
大
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
、
小
公
園
に
立
て
て
い
る
が
、
初
夏
の
こ
の
国
で
は
雪

が
ふ
ら
ず
、
夜
は
飾
っ
た
電
球
の
光
だ
け
が
、
ま
ば
ゆ
く
光
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
詠
ん
だ
」
と
い
う
と
、
だ
れ
も
が
す
で
に
見
て
い

る
も
の
だ
け
に
、
納
得
の
ゆ
く
表
情
が
か
え
っ
て
き
た
。
そ
の
あシドニーの騎馬警官

霧
ぱ
る
と
は
こ
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
い
く
ら

ジ
タ
バ
タ
し
て
も
、
は
じ
ま
ら
な
い
。
出
た
と
こ
勝
負
で
、
や
る

だ
け
や
る
ほ
か
な
い
と
夜
の
会
場
へ
お
も
む
い
た
。
東
京
か
ら
き

た
俳
人
、
上
村
占
魚
さ
ん
と
一
緒
に
。

会
場
に
は
、
六
十
人
ほ
ど
の
人
が
集
ま
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
、

シ
ド
ニ
ー
へ
き
て
、
私
が
即
吟
で
つ
く
っ
た

キングス・クロスの大クリスマスツリー

雪
も
な
き
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
燦
々
と

と
が
私
の
問
題
の
短
冊
の
揮
室
、
み
ん
な
じ
っ
と
、
私
の
手
も
と

を
見
て
い
る
。

シ
ド
ニ
ー
へ
き
て
か
ら
、
味
覚
探
訪
の
す
き
な
私
は
、
ホ
テ
ル

で
夕
食
を
と
ら
ず
、
毎
日
、
あ
ち
こ
ち
と
美
味
を
求
め
て
う
ろ
つ

い
た
。
そ
の
間
、
毎
夜
、
こ
の
国
の
ワ
イ
ン
を
飲
ん
だ
。
赤
も
白

も
。
値
が
割
合
に
安
く
、
し
か
も
口
あ
た
り
が
と
て
も
い
い
の
で

あ
る
。夜

の
こ
の
会
場
に
も
、
そ
の
ワ
イ
ン
が
用
意
し
て
あ
り
、
私
の

一
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
グ
ラ
ス
に
赤
い
ワ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。
反
射

的
に
私
は
、
こ
の
ワ
イ
ン
で
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
つ
い
た
。
し

か
し
す
こ
し
色
が
薄
い
の
で
は
な
い
か
。
横
に
す
わ
っ
て
い
た
上

村
さ
ん
に
「
万
年
筆
を
も
っ
て
い
る
か
」
と
聞
く
と
、
あ
る
と
い

う
。
そ
の
万
年
筆
の
イ
ン
ク
を
グ
ラ
ス
の
赤
ワ
イ
ン
の
中
へ
垂
ら

し
て
も
ら
っ
た
。

そ
れ
に
筆
を
ひ
た
し
て
、
私
は
、
私
の
句
を
一
気
に
短
冊
に
書

い
た
。
赤
と
ブ
ル
ー
の
ま
じ
っ
た
淡
い
色
の
文
字
が
短
冊
を
走

り
、
ま
ず
読
め
る
文
字
に
な
っ
て
い
た
。
何
と
か
形
が
つ
い
た
な

と
私
は
思
っ
た
。
短
冊
を
上
村
さ
ん
に
も
分
け
、
か
れ
も
私
の
や

り
方
で
揮
牽
し
た
。

あ
と
か
ら
耳
に
入
っ
た
話
で
は
、
そ
の
短
冊
が
奪
い
あ
い
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
学
の
教
授
は
そ

の
翌
日
、
ホ
テ
ル
の
私
の
部
屋
を
ノ
ッ
ク
し
て
、
ぜ
ひ
書
い
て
ほ

し
い
と
い
う
。
残
っ
て
い
た
短
冊
一
枚
に
句
を
書
い
て
贈
っ
た
。

十
余
日
の
滞
在
の
う
ち
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
な
ど
に
も
遊
ん
だ
が
、

私
ら
が
見
つ
け
た
い
い
魚
料
理
の
店
が
、
い
ま
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

そ
れ
は
シ
ド
ー
ー
ー
の
街
か
ら
東
北
へ
車
で
一
一
十
分
、
ワ
ト
ソ
ン
入

江
Ｓ
シ
＆
）
の
浜
辺
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ド
イ
ル
ズ
」
だ
。

店
の
外
見
は
日
本
の
浜
辺
の
食
堂
の
よ
う
に
よ
く
は
な
い
の
だ
が

味
一
点
ば
り
の
店
で
、
値
も
安
い
。
山
崎
君
と
い
う
青
年
が
コ
ッ

ク
を
し
て
い
て
、
天
然
カ
キ
、
大
き
な
黒
鯛
（
ち
ぬ
）
の
刺
身
、

む
ら
さ
き
い
が
い
（
貝
）
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
に
、
私
は
十
分
に
耽
能

し
た
。
し
か
し
、
街
巾
の
繁
華
な
と
こ
ろ
に
は
さ
ほ
ど
の
美
味
は

な
い
。
い
ず
こ
も
そ
れ
は
お
な
じ
で
あ
っ
た
。

夏
の
洋
幾
日
か
経
し
も
鯨
見
ず

な
だ

５
１
１
１
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の
濃
淡
や
ち
ょ
っ
と
し
た
か
げ
り
か
ら
、
彼
は
い
ろ
い
ろ
な
風
景

や
人
の
い
る
場
面
を
想
像
し
て
、
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
ん
な
中
に
は
、
少
年
を
遺
し
て
亡
く
な
っ
た
美
し
い
母
の

面
影
も
あ
っ
た
。
仕
事
を
見
つ
け
て
く
る
か
ら
な
、
と
兄
と
二
人

で
家
を
飛
び
出
し
た
ま
ま
未
だ
に
帰
っ
て
こ
な
い
父
の
姿
も
見
つ

け
ら
れ
た
。
少
年
は
手
で
は
な
く
頭
で
壁
に
自
分
な
り
の
絵
を
描

い
て
い
た
。

あ
る
日
、
少
年
は
遂
に
家
を
飛
び
出
し
た
。
近
所
の
お
ば
さ
ん

た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
町
ミ
ラ
ノ
か
ら
歩
い
て
フ
ラ
ン
ス
へ
出
か

け
成
功
し
た
青
年
の
話
を
し
て
い
る
の
を
耳
に
し
た
か
ら
だ
っ

た
。
子
供
に
何
が
出
来
る
と
も
解
ら
ぬ
ま
ま
に
、
自
分
も
や
っ
て

み
よ
う
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
方
向
に
向
か
っ
て
歩
き
出
し
た
。
気
が

つ
く
と
道
の
側
の
大
木
に
も
た
れ
て
眠
っ
て
い
た
。
も
う
暗
く
な

っ
て
い
た
が
大
人
が
い
て
起
こ
し
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。
ど
こ
の

子
だ
…
…
、
名
前
は
ど
う
言
う
…
、
何
を
し
て
る
ん
だ
：
．
な
ど
と

親
切
に
た
ず
ね
て
く
れ
た
。
わ
け
を
話
す
と
そ
の
人
は
び
っ
く
り

し
た
。
と
も
か
く
私
の
家
へ
お
い
で
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
日
か
ら
少
年
は
そ
の
家
で
百
姓
仕
事
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ

た
。
ブ
タ
を
飼
い
、
羊
の
世
話
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仕
事
の

合
い
間
に
ポ
ッ
ボ
ッ
絵
を
描
く
よ
う
に
も
な
っ
た
。

ｕ
随
想
ｌ
「
セ
ガ
ン
チ
ー
一
展
」
に
よ
せ
て
／
伊
藤
誠

ア
ル
プ
ス
の

牧
歌
と
幻
想

ハ
神
戸
新
川
社
文
化
事
業
局
局
次
長
Ｖ

油彩「湖を渡るアヴェ・マリア」

ｌ
話
は
ま
だ
ま
だ
後
へ
続
く
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
架
空
の
物

語
り
の
展
開
で
は
な
く
、
画
家
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
セ
ガ
ン
チ
ー
ニ
の

生
涯
の
発
端
を
一
部
た
ど
っ
た
跡
な
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
十
歳

七
歳
の
少
年
は
、
た
だ
一
人
部
屋
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
。

高
い
所
に
あ
る
窓
か
ら
は
、
雲
の
流
れ
る
空
だ
け
が
見
え
た
。
寂

し
か
っ
た
。
ネ
ズ
ミ
が
足
下
を
走
っ
た
。
じ
っ
と
し
て
お
れ
な
く

て
部
屋
の
す
み
の
容
れ
物
を
あ
け
た
。
女
の
衣
類
が
何
枚
か
と
妙

な
仮
面
が
出
て
き
た
。
仮
面
の
顔
付
き
が
恐
い
の
で
放
り
投
げ
、

衣
類
を
も
出
し
っ
放
し
に
し
て
、
泣
き
な
が
ら
ベ
ッ
ド
で
眠
り
こ

ん
で
し
ま
っ
た
。
帰
っ
て
来
た
姉
（
腹
違
い
の
姉
だ
っ
た
が
）
は

怒
り
な
が
ら
も
、
翌
日
か
ら
部
屋
の
鍵
だ
け
は
か
け
な
い
で
出
か

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
る
日
、
彼
ら
二
人
が
住
む
安
ア
パ
ー
ト
の
壁
が
塗
り
替
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
少
年
に
は
職
人
た
ち
の
そ
ん
な
作
業
が
面

白
か
っ
た
。
終
わ
っ
た
後
も
、
彼
は
壁
の
前
か
ら
動
こ
う
と
し
な

か
っ
た
。
何
に
も
絵
や
模
様
の
描
い
て
な
い
壁
だ
っ
た
が
、
塗
り

旬

灘 溌 １
１１６
１

ジユバンニ ･ セガンチーニ
「自画像〕
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を
送
っ
た
セ
ガ
ン
チ
ー
ニ
だ
っ
た
。
一
八
五
八
年
の
生
ま

れ
。
一
八
九
九
年
と
い
う
十
九
世
紀
最
後
の
年
に
四
十
一

歳
で
亡
く
な
っ
た
の
も
不
思
議
だ
が
、
そ
の
最
期
が
、
翌

一
九
○
○
年
二
○
世
紀
の
開
幕
を
祝
う
パ
リ
万
国
博
へ
の

出
品
画
制
作
途
中
の
死
と
い
う
の
も
因
縁
め
け
ば
、
そ
の

作
品
が
「
生
」
「
自
然
」
「
死
」
と
い
う
三
部
大
作
な
の
も

ひ
っ
か
か
る
。
彼
の
悲
し
い
葬
儀
の
模
様
が
そ
の
連
作
中

の
「
死
」
の
画
面
そ
っ
く
り
な
の
で
妻
が
気
を
失
い
か
け

た
と
い
う
語
り
伝
え
も
、
こ
じ
つ
け
め
い
て
は
い
る
も
の

の
、
う
な
づ
か
せ
る
出
来
事
と
思
わ
れ
よ
う
。

ア
ル
プ
ス
の
麓
の
風
物
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
幼
く
し
て

死
去
し
た
母
を
慕
う
思
い
の
し
み
じ
み
と
こ
も
っ
た
作
品

を
創
作
し
続
け
た
セ
ガ
ン
チ
ー
ニ
は
、
日
本
へ
も
明
治
の

終
わ
り
、
雑
誌
「
白
樺
」
な
ど
を
通
じ
て
早
く
か
ら
そ
の

名
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
作
品
は
わ
ず
か
大
原
美
術

館
の
「
ア
ル
プ
ス
の
真
昼
」
ぐ
ら
い
し
か
紹
介
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
今
年
、
彼
の
生
誕
二
一
○
年
と
神
戸
新
聞
の

創
刊
八
○
年
の
二
つ
を
記
念
し
て
、
日
本
で
最
初
の
「
セ

ガ
ン
チ
ー
ニ
展
」
が
県
立
近
代
美
術
館
で
開
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
世
界
八
カ
国
か
ら
借
用
し
た
一
○
○
余
点
の

油
絵
、
水
彩
、
パ
ス
テ
ル
、
デ
ッ
サ
ン
、
版
画
か
ら
成
る

内
容
は
、
実
は
生
国
イ
タ
リ
ア
、
後
半
生
を
送
り
そ
こ
で

没
し
た
ス
イ
ス
の
両
国
以
外
で
は
世
界
で
も
初
め
て
の
画

期
的
な
催
し
な
の
で
あ
る
。
日
本
の
美
術
愛
好
家
に
と
っ

て
は
永
ら
く
〃
幻
の
画
家
″
で
あ
っ
た
セ
ガ
ン
チ
ー
ニ
の

真
髄
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会
だ
と
思
う
の
だ
が
：
。
。

を
過
ぎ
て
か
ら
放
浪
罪
の
か
ど
で
検
束
さ
れ
、
非
行
少
年
院
へ
入

れ
ら
れ
約
二
年
間
を
そ
こ
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
と
、
同
時
に

絵
を
描
く
こ
と
へ
の
意
欲
も
つ
の
り
十
六
歳
の
と
き
絵
を
勉
強
す

る
た
め
ミ
ラ
ノ
へ
帰
り
、
徒
弟
修
業
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
が
ら

美
術
学
校
の
夜
間
部
へ
通
う
。
そ
し
て
二
十
歳
で
描
い
た
作
品
が

早
く
も
画
家
た
ち
の
評
判
と
な
る
ほ
ど
の
技
価
を
身
に
つ
け
る
の

で
あ
る
。
二
十
二
歳
で
学
生
仲
間
の
友
人
の
妹
と
結
婚
、
本
格
的

に
絵
の
道
へ
進
ん
で
い
く
ｌ
と
い
う
、
ま
こ
と
に
劇
的
な
人
生

油彩「５月のアルプス

囲
セ
ガ
ン
チ
ー
ニ
展
は
４
月
”
日
１
５
月
詔
日
（
月
醗
休
）
県
立
近
代
美

術
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
般
七
百
円
（
前
売
五
五
○
円
）
大
高
生
五
百

円
（
同
三
五
○
円
）
中
小
生
三
百
円
（
同
一
五
○
円
）
で
す
。

☆
神
戸
っ
子
愛
読
者
加
名
様
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

葉
書
に
て
編
集
室
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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０
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